
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
三
号

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
公
共
土
木

施
設
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
工
事
の
国
等
に

よ
る
代
行
に
関
す
る
法
律

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に

発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
被
害
を
受

け
た
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
公
共
土
木
施
設
の
災
害

復
旧
事
業
に
係
る
工
事
の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域
の

実
情
に
鑑
み
、
国
又
は
県
が
被
害
を
受
け
た
地
方
公
共

団
体
に
代
わ
っ
て
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
及

び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
業
に
係
る
工
事
を
施
行
す
る
た

め
の
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
被
災
地
方
公
共
団
体
」

と
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
県
又
は
市

町
村
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
被
災
県
」
と
は
、
被
災
地
方

公
共
団
体
で
あ
る
県
を
い
う
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
被
災
市
町
村
」
と
は
、
被
災

地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村
を
い
う
。

４
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
災
害
復
旧
事
業
」
と
は
、
公

共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
（
昭
和
二

十
六
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

災
害
復
旧
事
業
を
い
う
。

（
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
特
例
）

第
三
条
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
漁
港
管
理
者
（
漁
港
及
び

漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
百
三
十
七
号
）
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ

れ
た
地
方
公
共
団
体
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
で
あ
る
被
災
県
の
知
事
か
ら
要
請
が
あ
り
、

か
つ
、
当
該
被
災
県
に
お
け
る
公
共
土
木
施
設
の
災
害

復
旧
事
業
に
係
る
工
事
の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域
の

実
情
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

の
事
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
当
該
被
災

県
に
代
わ
っ
て
自
ら
同
法
第
三
条
に
規
定
す
る
漁
港
施

設
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
平
成
二
十
三
年
三

月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ

っ
て
必
要
を
生
じ
た
次
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
工
事

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
災
害
復
旧
等
漁
港
工

事
」
と
い
う
。
）
を
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
災
害
復
旧
事
業

二
　
災
害
復
旧
事
業
の
施
行
の
み
で
は
再
度
災
害
の
防

止
に
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

た
め
、
こ
れ
と
合
併
し
て
行
う
新
設
又
は
改
良
に
関

す
る
事
業

２
　
被
災
市
町
村
の
属
す
る
県
は
、
漁
港
管
理
者
で
あ
る

当
該
被
災
市
町
村
の
長
か
ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当

該
被
災
市
町
村
に
お
け
る
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧

事
業
に
係
る
工
事
の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域
の
実
情

を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
事

務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
当
該
被
災
市
町

村
に
代
わ
っ
て
自
ら
特
定
災
害
復
旧
等
漁
港
工
事
を
施

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
災

害
復
旧
等
漁
港
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
被
災
県
に
代

わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
第
二
項
の
県
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
災
害
復

旧
等
漁
港
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
被
災
市
町
村
に
代

わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

５
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
が
施
行
す
る

特
定
災
害
復
旧
等
漁
港
工
事
に
要
す
る
費
用
は
、
国
の

負
担
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
被
災
県

は
、
当
該
費
用
の
額
か
ら
、
自
ら
当
該
特
定
災
害
復
旧

等
漁
港
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
国
が
当

該
被
災
県
に
交
付
す
べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
に

相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
を
負
担
す
る
。

６
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
施
行
す
る
特
定
災
害
復

旧
等
漁
港
工
事
に
つ
い
て
は
、
当
該
県
の
費
用
を
も
っ

て
こ
れ
を
施
行
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
は
同

項
の
被
災
市
町
村
が
自
ら
当
該
特
定
災
害
復
旧
等
漁
港

工
事
を
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
国
が
当
該
被
災

市
町
村
に
交
付
す
べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
に
相

当
す
る
額
を
負
担
し
、
又
は
当
該
県
に
補
助
し
、
当
該

被
災
市
町
村
は
当
該
費
用
の
額
か
ら
国
が
当
該
県
に
交

付
す
る
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
を
控
除
し
た
額
を
負

担
す
る
。

７
　
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
漁
港
管
理
者
に

代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
農
林
水
産
大
臣
又
は
県

は
、
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
九
章

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
漁
港
管
理
者
と
み
な

す
。

（
砂
防
法
の
特
例
）

第
四
条
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
被
災
県
の
知
事
か
ら
要
請

が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
被
災
県
に
お
け
る
公
共
土
木
施

設
の
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
工
事
の
実
施
体
制
そ
の
他

の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
そ
の
事
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、

当
該
被
災
県
の
知
事
に
代
わ
っ
て
自
ら
平
成
二
十
三
年

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

よ
っ
て
必
要
を
生
じ
た
次
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
砂
防

法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定

す
る
砂
防
工
事
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
災
害

復
旧
等
砂
防
工
事
」
と
い
う
。
）
を
施
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
　
災
害
復
旧
事
業

二
　
災
害
復
旧
事
業
の
施
行
の
み
で
は
再
度
災
害
の
防

止
に
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

た
め
こ
れ
と
合
併
し
て
行
う
新
設
又
は
改
良
に
関
す

る
事
業
そ
の
他
災
害
復
旧
事
業
以
外
の
事
業
で
あ
っ

て
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た
め
土
砂
の
崩
壊
等
の

危
険
な
状
況
に
対
処
し
て
特
に
緊
急
に
施
行
す
べ
き

も
の

２
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
災
害

復
旧
等
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
被
災
県
の
知
事

に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
施
行
す
る

特
定
災
害
復
旧
等
砂
防
工
事
に
要
す
る
費
用
は
、
国
の

負
担
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
被
災
県

は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
費
用
の
額

か
ら
、
当
該
被
災
県
の
知
事
が
自
ら
当
該
特
定
災
害
復

旧
等
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
国
が

当
該
被
災
県
に
交
付
す
べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額

に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
を
負
担
す
る
。

４
　
こ
の
条
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
全
部
又

は
一
部
を
地
方
整
備
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
港
湾
法
の
特
例
）

第
五
条
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
港
湾
管
理
者
（
港
湾
法

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
港
湾
管
理
者
を
い
う
。
）
で
あ
る
被
災

県
の
知
事
か
ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
被
災
県
に

お
け
る
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
工
事

の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
事
務
の
遂
行
に
支
障

の
な
い
範
囲
内
で
、
当
該
被
災
県
に
代
わ
っ
て
自
ら
当

該
被
災
県
が
管
理
す
る
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
港
湾

施
設
（
同
法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
管
理

の
委
託
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
平
成
二
十
三
年
三

月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ

っ
て
必
要
を
生
じ
た
次
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
同
法
第

二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
港
湾
工
事
（
次
項
に
お
い
て

「
特
定
災
害
復
旧
等
港
湾
工
事
」
と
い
う
。
）
を
施
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
災
害
復
旧
事
業

二
　
災
害
復
旧
事
業
の
施
行
の
み
で
は
再
度
災
害
の
防

止
に
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

た
め
、
こ
れ
と
合
併
し
て
行
う
新
設
又
は
改
良
に
関

す
る
事
業

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
施
行
す
る
特

定
災
害
復
旧
等
港
湾
工
事
に
要
す
る
費
用
は
、
国
の
負

担
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
被
災
県

は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
費
用
の
額

か
ら
、
自
ら
当
該
特
定
災
害
復
旧
等
港
湾
工
事
を
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
国
が
当
該
被
災
県
に
交
付
す

べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除

し
た
額
を
負
担
す
る
。

（
道
路
法
の
特
例
）

第
六
条
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
道
路
管
理
者
（
道
路
法

（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
被
災
地
方
公
共
団
体
の
長
か

ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
被
災
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
工
事

の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
事
務
の
遂
行
に
支
障

の
な
い
範
囲
内
で
、
当
該
被
災
地
方
公
共
団
体
に
代
わ

っ
て
自
ら
当
該
被
災
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
国
道

（
同
法
第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般
国
道
を
い
う
。
）

、
都
道
府
県
道
（
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
都
道
府
県
道

を
い
う
。
）
又
は
市
町
村
道
（
同
条
第
四
号
に
掲
げ
る

市
町
村
道
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
平
成

二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
に
よ
っ
て
必
要
を
生
じ
た
次
に
掲
げ
る
事
業
に

係
る
工
事
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
災
害
復
旧

等
道
路
工
事
」
と
い
う
。
）
を
施
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

一
　
災
害
復
旧
事
業

二
　
災
害
復
旧
事
業
の
施
行
の
み
で
は
再
度
災
害
の
防

止
に
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

た
め
、
こ
れ
と
合
併
し
て
行
う
新
設
又
は
改
良
に
関

す
る
事
業

２
　
被
災
市
町
村
の
属
す
る
県
は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る

当
該
被
災
市
町
村
の
長
か
ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当

該
被
災
市
町
村
に
お
け
る
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧

事
業
に
係
る
工
事
の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域
の
実
情

を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
事

務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
当
該
被
災
市
町

村
に
代
わ
っ
て
自
ら
市
町
村
道
の
特
定
災
害
復
旧
等
道

路
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
災

害
復
旧
等
道
路
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
被
災
地
方
公

共
団
体
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

1



４
　
第
二
項
の
県
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
災
害
復

旧
等
道
路
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
被
災
市
町
村
に
代

わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

５
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
施
行
す
る

特
定
災
害
復
旧
等
道
路
工
事
に
要
す
る
費
用
は
、
国
の

負
担
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
被
災
地

方
公
共
団
体
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

該
費
用
の
額
か
ら
、
自
ら
当
該
特
定
災
害
復
旧
等
道
路

工
事
を
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
国
が
当
該
被
災

地
方
公
共
団
体
に
交
付
す
べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の

額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
を
負
担
す
る
。

６
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
施
行
す
る
特
定
災
害
復

旧
等
道
路
工
事
に
つ
い
て
は
、
当
該
県
の
費
用
を
も
っ

て
こ
れ
を
施
行
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
は
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
被
災
市
町
村

が
自
ら
当
該
特
定
災
害
復
旧
等
道
路
工
事
を
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
場
合
に
国
が
当
該
被
災
市
町
村
に
交
付
す

べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
に
相
当
す
る
額
を
負
担

し
、
又
は
当
該
県
に
補
助
し
、
当
該
被
災
市
町
村
は
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
費
用
の
額
か
ら

国
が
当
該
県
に
交
付
す
る
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
を

控
除
し
た
額
を
負
担
す
る
。

７
　
こ
の
条
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
政

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を

地
方
整
備
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に

代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
国
土
交
通
大
臣
又
は
県

は
、
道
路
法
第
八
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
道

路
管
理
者
と
み
な
す
。

（
海
岸
法
の
特
例
）

第
七
条
　
主
務
大
臣
（
海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第

百
一
号
）
第
四
十
条
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
海
岸
管
理
者

（
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
海
岸
管
理
者
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
被
災
地

方
公
共
団
体
の
長
か
ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
被

災
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復

旧
事
業
に
係
る
工
事
の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域
の
実

情
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の

事
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
当
該
被
災
地

方
公
共
団
体
の
長
に
代
わ
っ
て
自
ら
海
岸
保
全
施
設

（
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
施
設
を

い
う
。
）
の
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
っ
て
必
要
を
生
じ
た
次

に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
工
事
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
特
定
災
害
復
旧
等
海
岸
工
事
」
と
い
う
。
）
を
施
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
災
害
復
旧
事
業

二
　
災
害
復
旧
事
業
の
施
行
の
み
で
は
再
度
災
害
の
防

止
に
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

た
め
、
こ
れ
と
合
併
し
て
行
う
新
設
又
は
改
良
に
関

す
る
事
業

２
　
被
災
市
町
村
の
属
す
る
県
の
知
事
は
、
海
岸
管
理
者

で
あ
る
当
該
被
災
市
町
村
の
長
か
ら
要
請
が
あ
り
、
か

つ
、
当
該
被
災
市
町
村
に
お
け
る
公
共
土
木
施
設
の
災

害
復
旧
事
業
に
係
る
工
事
の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域

の
実
情
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
事
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
当
該
被

災
市
町
村
の
長
に
代
わ
っ
て
自
ら
特
定
災
害
復
旧
等
海

岸
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
災
害
復

旧
等
海
岸
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
被
災
地
方
公
共
団

体
の
長
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
第
二
項
の
県
の
知
事
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
定

災
害
復
旧
等
海
岸
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
被
災
市

町
村
の
長
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す

る
。

５
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
が
施
行
す
る
特
定

災
害
復
旧
等
海
岸
工
事
に
要
す
る
費
用
は
、
国
の
負
担

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
被
災
地
方
公

共
団
体
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
費

用
の
額
か
ら
、
当
該
被
災
地
方
公
共
団
体
の
長
が
自
ら

当
該
特
定
災
害
復
旧
等
海
岸
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
と

し
た
場
合
に
国
が
当
該
被
災
地
方
公
共
団
体
に
交
付
す

べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除

し
た
額
を
負
担
す
る
。

６
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
県
知
事
が
施
行
す
る
特
定
災

害
復
旧
等
海
岸
工
事
に
つ
い
て
は
、
当
該
県
の
費
用
を

も
っ
て
こ
れ
を
施
行
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国

は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
被
災
市

町
村
の
長
が
自
ら
当
該
特
定
災
害
復
旧
等
海
岸
工
事
を

施
行
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
国
が
当
該
被
災
市
町
村

に
交
付
す
べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
に
相
当
す
る

額
を
負
担
し
、
又
は
当
該
県
に
補
助
し
、
当
該
被
災
市

町
村
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
費
用

の
額
か
ら
国
が
当
該
県
に
交
付
す
る
負
担
金
又
は
補
助

金
の
額
を
控
除
し
た
額
を
負
担
す
る
。

７
　
こ
の
条
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
権
限
は
、
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
地
方

支
分
部
局
の
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
処
理
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
県
が

処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
政

令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
地
方
自
治
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一

号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

９
　
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
海
岸
管
理
者
に

代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
主
務
大
臣
又
は
県
知
事

は
、
海
岸
法
第
五
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
海

岸
管
理
者
と
み
な
す
。

（
地
す
べ
り
等
防
止
法
の
特
例
）

第
八
条
　
主
務
大
臣
（
地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十

三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
五
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す

る
主
務
大
臣
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

は
、
被
災
県
の
知
事
か
ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該

被
災
県
に
お
け
る
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
に

係
る
工
事
の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
を
勘
案

し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
事
務
の
遂

行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
当
該
被
災
県
の
知
事
に

代
わ
っ
て
自
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し

た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
っ
て
必
要
を
生
じ
た

次
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定

す
る
地
す
べ
り
防
止
工
事
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
特
定
災
害
復
旧
等
地
す
べ
り
防
止
工
事
」
と
い
う
。
）

を
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
災
害
復
旧
事
業

二
　
災
害
復
旧
事
業
の
施
行
の
み
で
は
再
度
災
害
の
防

止
に
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

た
め
こ
れ
と
合
併
し
て
行
う
新
設
又
は
改
良
に
関
す

る
事
業
そ
の
他
災
害
復
旧
事
業
以
外
の
事
業
で
あ
っ

て
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た
め
土
砂
の
崩
壊
等
の

危
険
な
状
況
に
対
処
し
て
特
に
緊
急
に
施
行
す
べ
き

も
の

２
　
主
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
災
害
復
旧

等
地
す
べ
り
防
止
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
被
災
県

の
知
事
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
が
施
行
す
る
特
定

災
害
復
旧
等
地
す
べ
り
防
止
工
事
に
要
す
る
費
用
は
、

国
の
負
担
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
被

災
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
費
用

の
額
か
ら
、
当
該
被
災
県
の
知
事
が
自
ら
当
該
特
定
災

害
復
旧
等
地
す
べ
り
防
止
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
場
合
に
国
が
当
該
被
災
県
に
交
付
す
べ
き
負
担
金
又

は
補
助
金
の
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
を
負
担

す
る
。

４
　
こ
の
条
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
権
限
は
、
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
地
方

支
分
部
局
の
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
県
知
事
に
代
わ
っ
て
そ
の
権

限
を
行
う
主
務
大
臣
は
、
地
す
べ
り
等
防
止
法
第
六
章

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
県
知
事
と
み
な
す
。

（
下
水
道
法
の
特
例
）

第
九
条
　
被
災
市
町
村
の
属
す
る
県
は
、
公
共
下
水
道
管

理
者
（
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
管
理
者

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
都
市

下
水
路
管
理
者
（
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
都
市
下
水
路
管
理
者
を
い
う
。
第
五
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
で
あ
る
当
該
被
災
市
町
村
の
長
か
ら
要
請
が
あ

り
、
か
つ
、
当
該
被
災
市
町
村
に
お
け
る
公
共
土
木
施

設
の
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
工
事
の
実
施
体
制
そ
の
他

の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
そ
の
事
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、

当
該
被
災
市
町
村
に
代
わ
っ
て
自
ら
当
該
被
災
市
町
村

が
管
理
す
る
公
共
下
水
道
（
同
法
第
二
条
第
三
号
に
規

定
す
る
公
共
下
水
道
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
都
市
下
水
路
（
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る

都
市
下
水
路
を
い
う
。
）
の
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
っ
て
必

要
を
生
じ
た
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
工
事
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
特
定
災
害
復
旧
下
水
道
工
事
」
と
い

う
。
）
を
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
県
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
災
害
復
旧

下
水
道
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
被
災
市
町
村
に
代
わ

っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
特
定
災
害
復
旧
下
水
道

工
事
（
公
共
下
水
道
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
施
行

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
下
水
道
法
第
二
十
二
条
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
県
を
公
共
下
水

道
管
理
者
と
み
な
す
。

４
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
施
行
す
る
特
定
災
害
復

旧
下
水
道
工
事
に
つ
い
て
は
、
当
該
県
の
費
用
を
も
っ

て
こ
れ
を
施
行
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
は
同

項
の
被
災
市
町
村
が
自
ら
当
該
特
定
災
害
復
旧
下
水
道

工
事
を
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
国
が
当
該
被
災

市
町
村
に
交
付
す
べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
に
相

当
す
る
額
を
負
担
し
、
又
は
当
該
県
に
補
助
し
、
当
該

被
災
市
町
村
は
当
該
費
用
の
額
か
ら
国
が
当
該
県
に
交

付
す
る
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
を
控
除
し
た
額
を
負

担
す
る
。

５
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
下
水
道
管
理
者
又
は
都

市
下
水
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
県

は
、
下
水
道
法
第
五
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
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公
共
下
水
道
管
理
者
又
は
都
市
下
水
路
管
理
者
と
み
な

す
。

（
河
川
法
の
特
例
）

第
十
条
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
被
災
地
方
公
共
団
体
の
長

か
ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
被
災
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
工

事
の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
事
務
の
遂
行
に
支

障
の
な
い
範
囲
内
で
、
当
該
被
災
地
方
公
共
団
体
の
長

に
代
わ
っ
て
自
ら
指
定
区
間
（
河
川
法
（
昭
和
三
十
九

年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る

指
定
区
間
を
い
う
。
）
内
の
一
級
河
川
（
同
法
第
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
一
級
河
川
を
い
う
。
）
、
二
級
河
川

（
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
二
級
河
川
を
い
う
。

第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
準
用
河
川
（
同
法
第

百
条
第
一
項
に
規
定
す
る
準
用
河
川
を
い
う
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
っ
て
必

要
を
生
じ
た
次
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
工
事
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
特
定
災
害
復
旧
等
河
川
工
事
」
と
い

う
。
）
を
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
災
害
復
旧
事
業

二
　
災
害
復
旧
事
業
の
施
行
の
み
で
は
再
度
災
害
の
防

止
に
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

た
め
、
こ
れ
と
合
併
し
て
行
う
新
設
又
は
改
良
に
関

す
る
事
業

２
　
被
災
市
町
村
の
属
す
る
県
の
知
事
は
、
当
該
被
災
市

町
村
の
長
か
ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
被
災
市
町

村
に
お
け
る
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
に
係
る

工
事
の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
事
務
の
遂
行
に

支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
当
該
被
災
市
町
村
の
長
に
代

わ
っ
て
自
ら
準
用
河
川
の
特
定
災
害
復
旧
等
河
川
工
事

を
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
災

害
復
旧
等
河
川
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
被
災
地
方
公

共
団
体
の
長
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す

る
。

４
　
第
二
項
の
県
の
知
事
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
定

災
害
復
旧
等
河
川
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
被
災
市

町
村
の
長
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す

る
。

５
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
施
行
す
る

特
定
災
害
復
旧
等
河
川
工
事
に
要
す
る
費
用
は
、
国
の

負
担
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
被
災
地

方
公
共
団
体
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

該
費
用
の
額
か
ら
、
当
該
被
災
地
方
公
共
団
体
の
長
が

自
ら
当
該
特
定
災
害
復
旧
等
河
川
工
事
を
施
行
す
る
こ

と
と
し
た
場
合
に
国
が
当
該
被
災
地
方
公
共
団
体
に
交

付
す
べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
に
相
当
す
る
額
を

控
除
し
た
額
を
負
担
す
る
。

６
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
県
知
事
が
施
行
す
る
特
定
災

害
復
旧
等
河
川
工
事
に
つ
い
て
は
、
当
該
県
の
費
用
を

も
っ
て
こ
れ
を
施
行
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国

は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
被
災
市

町
村
の
長
が
自
ら
当
該
特
定
災
害
復
旧
等
河
川
工
事
を

施
行
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
国
が
当
該
被
災
市
町
村

に
交
付
す
べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
に
相
当
す
る

額
を
負
担
し
、
又
は
当
該
県
に
補
助
し
、
当
該
被
災
市

町
村
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
費
用

の
額
か
ら
国
が
当
該
県
に
交
付
す
る
負
担
金
又
は
補
助

金
の
額
を
控
除
し
た
額
を
負
担
す
る
。

７
　
こ
の
条
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
政

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を

地
方
整
備
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
二
級
河
川
若
し
く
は
準
用
河

川
の
河
川
管
理
者
（
河
川
法
第
七
条
（
同
法
第
百
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す

る
河
川
管
理
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
国
土
交
通
大
臣

又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
河
川
の
河
川
管
理
者

に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
県
知
事
は
、
同
法
第
七

章
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
河
川
管
理
者

と
み
な
す
。

（
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法

律
の
特
例
）

第
十
一
条
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
被
災
県
の
知
事
か
ら
要

請
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
被
災
県
に
お
け
る
公
共
土
木

施
設
の
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
工
事
の
実
施
体
制
そ
の

他
の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
そ
の
事
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内

で
、
当
該
被
災
県
に
代
わ
っ
て
自
ら
平
成
二
十
三
年
三

月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ

っ
て
必
要
を
生
じ
た
次
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
急
傾
斜

地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定

す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
特
定
災
害
復
旧
等
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
」
と

い
う
。
）
を
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
災
害
復
旧
事
業

二
　
災
害
復
旧
事
業
の
施
行
の
み
で
は
再
度
災
害
の
防

止
に
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

た
め
こ
れ
と
合
併
し
て
行
う
新
設
又
は
改
良
に
関
す

る
事
業
そ
の
他
災
害
復
旧
事
業
以
外
の
事
業
で
あ
っ

て
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た
め
土
砂
の
崩
壊
等
の

危
険
な
状
況
に
対
処
し
て
特
に
緊
急
に
施
行
す
べ
き

も
の

２
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
災
害

復
旧
等
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の

被
災
県
の
知
事
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と

す
る
。

３
　
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法

律
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
災
害
復
旧
等
急
傾
斜
地
崩
壊

防
止
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な

い
。

４
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
施
行
す
る

特
定
災
害
復
旧
等
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
に
要
す
る

費
用
は
、
国
の
負
担
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
項
の
被
災
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
費
用
の
額
か
ら
、
自
ら
当
該
特
定
災
害
復
旧
等
急

傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
場
合

に
国
が
当
該
被
災
県
に
交
付
す
べ
き
負
担
金
又
は
補
助

金
の
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
を
負
担
す
る
。

５
　
こ
の
条
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
全
部
又

は
一
部
を
地
方
整
備
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

６
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
県
知
事
に
代
わ
っ
て
そ
の
権

限
を
行
う
国
土
交
通
大
臣
は
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ

る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
五
章
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
県
知
事
と
み
な
す
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
二
条
　
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法

律
の
実
施
の
た
め
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
五
月
二
六
日
法
律
第
三
四

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
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